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2023年２月期第２四半期業績予想値と実績との差異 

 

当社は、2023年２月期第２四半期決算において、下記の通り2022年４月15日の2022年２月期決算発表時に

開示した2023 年２月期第２四半期累計期間（2022 年３月１日～2022 年８月31日）の業績予想値と本日公表の

実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１． 2023年２月期第２四半期累計期間（2022年３月１日～2022年８月31日）の業績予想値と実績との差異 

  

売 上 高 

営 業 利 益 

又は営業損失(△) 

 

経 常 利 益 

 

四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

2,960 

百万円 

270 

百万円 

300 

百万円 

200 

円 銭 

38.01 

実 績 （ B ） 2,754 184 300 193 36.84 

増 減 額 （ B － A ） △205 △85 0 △6      － 

増 減 率 （ ％ ） △6.9 △31.7 0.0 △3.1      － 

（参考）前期実績 

（2022 年２月期第２四半期） 

 

2,690 

 

△4 

 

115 

 

71 

 

13.51 

 

２． 第２四半期業績予想値と実績との差異の理由 

第２四半期累計期間の当社は、春の衣更えの最需要期を迎え、需要の増大を目的に販促活動を計画的に実施し

ましたが、新型コロナウイルス感染症の再拡大の影響もあり、当第２四半期累計期間の売上高は2,754百万円と、

予想値と比べ205百万円（6.9%）の減収となりました。 

利益につきましては、継続的に実施している工場と店舗の統廃合による事業効率化の効果もありましたが、売

上高の減少が響き、営業利益は184百万円となり予想値に比べ85百万円（31.7%）の減益、経常利益は300百万

円となり予想値通り、四半期純利益は193百万円となり予想値に比べ6百万円（3.1%）の減益となりました。 

なお、通期の業績予想につきましては、修正はありません。 

 

※ 上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


